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ごあいさつ

わたくしたち森永製菓は、 “おいしく、たのしく、すこやかに ”の基本理念のもと、社会のため

に存在する企業として、安全で高品質な製品をお客様に提供し続けるとともに、誠実な企業として法

の順守・お客様とのコミュニケーション・社会貢献活動・環境保護の面でも社会に対する責任を

果たすべく取り組んでまいりました。

環境問題においては、世界人口の増加・食料資源の不足などとともに、地球温暖化・オゾン層破

壊・有害化学物質対策など数多くの環境課題が存在し、グローバルで新しい枠組みでの対応が求めら

れています。

国内でも京都議定書の正式発効を受けてその達成に向けた法改正や、循環型社会構築のための対策

が着々と推進されています。

当社は“エンゼルのように地球にやさしく!! ”を環境理念として、企業活動のあらゆる面で環境

に配慮した取り組みをおこなってまいりました。

自社全工場、関係会社４社ではＩＳＯ１４００１認証を取得し、継続的改善を推進しています。

今後も、事業活動に伴う環境負荷の低減に努めるとともに、地球環境保全の取り組みを更に推進し、

社会的責任を果たしていきたいと考えております。

本報告書では、２００６年度の環境保全活動について、ご報告しております。

森永製菓の環境への取り組みをご理解いただくとともに、忌憚の無いご意見をお聞かせいただき、

あわせてご指導賜りますようお願い申し上げます。

2007年7月

代表取締役社長
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環境への取り組みの歴史
1971年度から使用してきた「高原の小枝を大切に」のキャッチコピーに表れているように

私たちは、常に環境問題に関心をもちながら、事業活動を展開してきました。

菓子業界初となったISO14001認証取得もグループ全体にひろげつつあります。

● 容器包装リサイクル法完全施行

● 循環型社会形成推進基本法制定

● 廃棄物の処理及び清掃に関する法律改正

● 食品リサイクル法制定

● グリーン購入法制定

● 気候変動枠組条約第６回締約国会議 (COP6)  
開催： オランダ （ハーグ）

■ 「環境対策室」を設置（１月）

■ 三島工場焼却炉廃止（大気汚染防止、ダイオキシ

ン対策）

■ 中京工場 ISO14001認証取得 （３月）

■ 三島工場 ISO14001認証取得 （３月）

■ 鶴見サイト ISO14001認証取得 （７月） （全工場

取得完了）

2000

● 容器包装リサイクル法制定

● ISO14001国際規格化

● 気候変動枠組条約第３回締約国会議（COP3）
開催：日本（京都）

● PRTR法制定

■ 森永エコインデックス導入（環境に関わる独自の

評価尺度）

■ 小山工場に嫌気性排水処理設備を導入（余剰汚泥

削減、省エネルギー）

■ 森永製菓株式会社環境方針制定

■ 小山工場 ISO14001 認証取得（7月） (日本の
菓子業界初）

■ 鶴見、塚口、中京、小山工場（3基中１基） 焼却炉
廃止（大気汚染防止、ダイオキシン対策）

■ 塚口工場に嫌気性排水処理設備を導入 （余剰

汚泥削減、省エネルギー）

■ 塚口工場 ISO14001認証取得（６月）

1995

1996

1997

1998

1999

● 環境庁から環境省に組織変更

● フロン回収・破壊法制定

● PCB特別措置法制定・施行
● 気候変動枠組条約第７回締約国会議 (COP7)
開催： モロッコ （マラケシュ）

■ 森永スナック食品 ISO14001認証取得 （２月）

■ 森永ヤマト食品 ISO14001認証取得 （３月）

■ 森永デザート ISO14001認証取得 （３月）

■ 森永製菓株式会社環境方針改訂 （４月）

■ 「環境報告書2001」 発行 （６月）

■ 小山工場焼却炉廃止 （７月） （全工場焼却炉廃止）

■ 小山工場 ISO14001 認証登録更新 （7月）

2001

● 再生資源の利用の促進に関する法律制定

● リオデジャネイロ・地球サミット開催

● 環境基本法制定

■ 環境委員会を設置

■ 特定フロンの代替化実施（オゾン層保護）

■ 塚口工場にコ・ジェネレーションシステムを導入

（エネルギー効率アップ）

1991
1992
1993

● 水質汚濁防止法制定

● 環境庁設置

■ 塚口工場に排水処理設備を導入

■ 全工場に排水処理設備を設置完了

1970
1971
1974
1977

●世の中の動き■当社の環境への取り組み年

当社は１９７４年度の排水処理設備導入以来、１９９１年度に環境委員会を設置するなど、積極的に環境問題への対応を

おこなってきました。１９９７年９月には環境保全の取り組みに枠組みを与える「森永製菓株式会社環境方針」を制定

し、１９９８年７月、小山工場が日本の菓子業界で初めてＩＳＯ１４００１（環境マネジメントシステム国際規格）を認証取得

しました。２０００年１月には、全社的な環境保全の取り組みを一元管理する部署「環境対策室」を設置、さらには

全工場でＩＳＯ１４００１の認証を取得し、環境マネジメントを強力に推進しています。

●業界初のISO14001認証取得
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■ 森永スナック食品 ISO14001 認証登録更新（２月）
■ 森永エンゼルデザート冷菓事業部 ISO14001 認証
登録更新（３月）

■ 森永デザート ISO14001 認証登録更新（３月）
■ 小山工場燃料転換（LPG→都市ガス）（５月）
■ PCB保管物件処理、九州支店より開始（６月）

● G８ハイリゲンダムサミット開催（ドイツ）2007

● 自動車リサイクル法完全施行

● 京都議定書発効

● 日本国際博覧会（愛・地球博）開催

● 気候変動枠組条約第１１回締約国会議（COP11）
開催：カナダ（モントリオール）

■ 全工場ボイラーをガス仕様（低NOxタイプ）に
変更

■ 塚口工場 ISO14001 認証登録更新（２００４移行
審査）（６月）

■ 「環境報告書2005」発行（７月）
■ アスベスト使用個所調査（８月～１０月）

2005

● 「エネルギーの使用の合理化に関する法律」及び、

「地球温暖化対策推進法」改正

● アスベストに関連し、大気汚染防止法等３法改正

● 気候変動枠組条約第１２回締約国会議（COP12）
開催：ケニア（ナイロビ）

● 廃棄物処理法一部改正

■ ＰＣＢ保管物件処理の早期登録実施（２月）

■ 中京工場 ISO14001 認証登録更新（３月）
■ 三島工場 ISO14001 認証登録更新（３月）
■ 森永フードサービスISO14001 認証登録更新（３月）
■ 鶴見サイト ISO14001 認証登録更新（７月）
■ 「環境報告書2006」発行（７月）

2006

● ISO14001:2004規格改定
● 気候変動枠組条約第10回締約国会議 (COP10)
開催： アルゼンチン （ブエノスアイレス）

■ 森永スナック食品 ISO14001 認証登録更新 （２月）
■ 森永エンゼルデザート冷菓事業部 ISO14001 認証
登録更新 （３月）

■ 森永デザート ISO14001 認証登録更新 （３月）
■ 小山工場 ISO14001 認証登録更新 （7月）
■ 「環境報告書2004」発行 （７月）

2004

● 土壌汚染対策法施行

● 環境省「事業者からの温室効果ガス排出量算定

方法ガイドライン （試案Ver1.4）」
● 首都圏ディーゼル車規制施行

● 環境教育推進法施行

● 気候変動枠組条約第９回締約国会議 (COP9)
開催： イタリア （ミラノ）

■ 中京工場 ISO14001 認証登録更新 （３月）
■ 三島工場 ISO14001 認証登録更新 （３月）
■ 森永フードサービス ISO14001 認証取得 （３月）
■ 鶴見サイト ISO14001 認証登録更新 （７月）
■ 「環境報告書2003」発行 （７月）

2003

● 新「地球温暖化対策推進大綱」決定

● 建設リサイクル法施行

● 気候変動枠組条約第８回締約国会議 (COP8)
開催： インド （ニューデリー）

● 自動車 NOX・PM法完全施行

■ 森永スナック食品焼却炉廃止 （１月） （大気汚染

防止、ダイオキシン対策）

■ 環境対策室による監査スタート （１月）

■ 塚口工場 ISO14001 認証登録更新 （６月）
■ 「環境報告書2002」発行 （６月）
■ 生産関係会社焼却炉全面廃止 （１２月） （大気

汚染防止、ダイオキシン対策）

2002
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製品の企画･開発段階から生産･販売･廃棄に至るまでの各段階において、環境負荷を
考慮し、低減に努めます。

各種エネルギーの効率的利用を促進し、使用量の削減によりCO2排出量を削減して、
地球温暖化防止に努めます。

原材料等の有効利用に努め、廃棄物総量の削減を図るとともにリサイクルを推進します。

化学物質、オゾン層破壊物質等の環境汚染物質を適正に管理し、削減に努めます。

社内環境マネジメント体制を整備･改善し、環境教育を通じて、全社員の環境意識の
高揚を図り、社内外の環境保全活動に積極的に取り組みます。

エンゼルのように地球にやさしく！！

私たちは、世界の人々の豊かで安全な食生活の実現と健康の増進に貢献します。

そのために、パイオニアスピリットに溢れた企業活動を通して、

価値と感動のある製品・サービス・情報を提供します。

経営基本理念

おいしく たのしく すこやかに

森永製菓はすこやかな地球環境の維持・向上を願い、

持続的成長と循環型社会形成に寄与すべく、

企業活動のあらゆる面で環境保全に配慮した取り組みをおこない、

国際社会から信頼される企業を目指します。

環境方針

エンゼルのように地球にやさしく!!
環境基本理念

基本方針

１．環境に関する法令、条例等の順守

２．製品に関わる全過程での環境負荷低減

３．省エネルギーの推進

４．省資源・廃棄物の削減及びリサイクルの促進

５．環境汚染物質の管理及び削減促進

６．環境意識の高揚
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エンゼルのように地球にやさしく！！

環境行動目標

当社は「森永製菓株式会社環境方針」に基づき、

以下の通り環境行動目標を定めて、全社を挙げて取り組んでいきます。

■当社独自の評価尺度「森永エコインデックス」を基本とした、
より環境に配慮した製品づくりを推進する。

→2006年度実績は関連ページをご覧ください。

製品に関わる全過程での環境負荷低減

■工場からのCO2 排出量を2010年度末までに、1990年度比6％削減する。

→2006年度実績 1990年度比16.7%削減 排出量55,729 t-CO2

(2005年度比3.1%削減）

省エネルギーの推進

■工場からの廃棄物排出量を2010年度末までに、2005年度比10％削減する。

→2006年度実績 廃棄物排出量 7,561t (2005年度比3.9%削減）

省資源・廃棄物の削減及びリサイクルの促進

■工場からの廃棄物のリサイクル率を向上する。

製造量原単位 0.09t/t (2005年度比0.5%減少）

→2006年度実績 当社５工場リサイクル率 99.9%(2005年度比0.5%向上）

■工場、営業車からの大気汚染物質の排出量を削減する。

→2006年度実績はそれぞれのページをご覧ください。

環境汚染物質の管理及び削減促進

■フロンの大気放出を防止し、機器廃棄時のフロン回収の徹底を図る。

■排水処理設備管理の徹底を図り、水質汚濁物質の排出を抑制する。

■PRTR による化学物質管理の徹底を図る。

■オフィスでの文具・事務用品のグリーン購入を推進する。

→2006年度実績 ISO14001に基づく教育実施 （各工場開催）

環境意識の高揚

■環境教育を通じて、全社員の環境意識の高揚を図る。

※１：製造量原単位とは、製造重量あたりの廃棄物排出量のことをいいます。

※２：PRTR: Pollutant Release and Transfer Register （環境汚染物質排出・移動登録）

上記の2006年度の取り組み実績の詳細については、「環境保全活動」の項目で報告します。

※１

※２

5



環境マネジメント

環境マネジメントシステム

CSR(企業の社会的責任)推進の中で、環境に関するあらゆる課題に対する取り組みを実行するために、

「環境委員会」を統括機関とした体制を確立し、ISO14001を柱とした環境マネジメントの充実を

目指しています。

当社では環境問題に対する全社的な取り組みをおこなうために「環境委員会」を設置し、環境問題に関わるす

べての統括機関としています。また、環境委員会の下部組織として課題別推進グループを設置し、課題ごとの

方針、目標および具体的対応策を検討し環境マネジメントを推進しています。

■推進体制

環境委員会 委員長（生産管理部担当役員）
事務局（環境対策室長）

あらゆる環境課題に対する方針、方向性の策定をおこなう。

下部機関の活動を推進する。

環境報告書を含めた環境コミュニケーションの
あり方について検討する。

環境会計システムの確立と向上に向けて推進し
従業員の環境意識向上につなげる。

環境負荷の少ない物品の積極的な購入を推進す
る。

省エネルギーによるCO２排出削減を推進する。

PRTRによる管理の徹底を推進する。

大気汚染物質、オゾン層破壊物質の排出抑制を
推進する。

製品の容器包装に関わる環境負荷の低減を推進
する。

事業活動から生じる廃棄物の削減、リサイクル
を推進する。

各工場間の情報交流を図るとともに、マネジメン

トシステムの改善、統一に向けて推進する。

関係会社間の情報交流を図り、環境マネジメン

トシステムの構築、運用に向けて推進する。

≪課題別推進グループ≫

社 長

CSR統括委員会 (‘05年4月発足)
社会のために存在する企業として従来から進めてきたCSR活動を、包括してマネジメントする。

環境報告書グループ

環境会計グループ

廃棄物削減グループ

容器包装リサイクルグループ

大気汚染防止グループ

化学物質管理グループ

省エネルギーグループ

グリーン購入グループ

工場環境管理委員会

関係会社環境委員会

エンゼルのように地球にやさしく！！
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環境マネジメント

環境マネジメントシステム

■環境マネジメントシステムの構築

当社は1998年に菓子業界で初めてISO14001 の認証を小山工場で取得して以来、順次当社５工場及び、

生産関係会社で取得し、さらに2002年度は、外食関係会社である森永フードサービス㈱でも認証を取得

しました。

５工場、関連会社とも取得後3年毎の更新登録を順次おこない、2007年2月に森永スナック食品、3月には森

永エンゼルデザート冷菓事業部、森永デザートにおいて、更新をおこないました。

今後も、更にシステムの有効性を求め、全社的にマネジメントシステムの向上を図っていきます。

● ISO14001 認証取得状況

※１ ISO14001 : 環境マネジメントシステムの国際規格

●認証取得サイト

2005年6月22日1999年6月22日兵庫県塚口工場

2006年3月15日2000年3月15日愛知県中京工場

2006年3月16日2000年3月16日静岡県三島工場

2006年7月26日2000年7月26日神奈川県鶴見工場

2007年2月20日2001年2月20日千葉県森永スナック食品株式会社

2007年3月20日2001年3月20日神奈川県森永エンゼルデザート株式会社冷菓事業部

2006年3月10日2003年3月10日東京都森永フードサービス株式会社

2007年3月20日2001年3月20日佐賀県森永デザート株式会社

2004年7月 7日1998年7月 7日栃木県森永製菓株式会社小山工場

登録更新日初回登録日所在地認証取得サイト名

●環境法規制等の順守

当社は、環境に関する法規制、条例や地域との協定等について、ISO14001に基づいた管理をおこない、順守

に努めています。

更に、新たに公布・施行された法律に関する情報は速やかに把握し、該当事項の確認をおこなって、管理の

徹底を推進しています。

2006年度は工場への、近隣の方などより臭い・騒音等に関する問い合わせや、苦情・事故が計9件ありました。

これらについては速やかに対応するとともに、改善策を講じました。

●社内環境監査

当社のISO認証取得サイトにおいては内部環境監査の充実を図り、

マネジメントシステム自体のレベルアップを推進しています。

2006年度は、環境保全の取り組みを一元管理する部署「環境対

策室」による監査を４事業所で実施しました。

この監査では法規制順守やシステムの運用状況はもとより、特に

環境パフォーマンスを重視しておこなっています。

※１

エンゼルのように地球にやさしく！！
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環境保全活動

製品に関わる全過程での環境負荷低減 エンゼルのように地球にやさしく！！

環境に配慮した製品づくり

独自の評価尺度「森永エコインデックス」を基本にした、より環境に配慮した製品づくりへ。

原料、包装、輸送とあらゆる面からの環境負荷低減を目標にしています。

私たちは環境のことを考えながら、製品の企画・開発を進めています。

森永エコインデックスのポイント
1. 包装の簡素化。
2. 古紙等のリサイクル素材の利用率を高める。
3. リサイクルの処理を容易にする。
（ア）廃棄時の包装材料削減。
（イ）廃棄時に簡単に分離が出来る包装材料の

構成にする。
4. 廃棄時に環境にやさしい。
（ア）アルミ箔の複合物の使用を避ける。
（イ）塩素を含む材料の使用をやめる。

5. 輸送効率を高める。
パレットの積み付け効率を高める。

■環境に関わる独自の評価尺度に基づく製品の開発

● 当社は企画・開発段階から環境に配慮

した製品づくりを目指し、自社独自の評価

尺度である「森永エコインデックス」を制定

し、より環境に配慮した製品の企画・開発

を進めています。

● 個装サックの減量化

（小枝チョコレート）

使用している紙の斤量を見直すことによ

り、紙の使用量を１１％削減致しました。

● オーバーラップフィルムの薄肉化

主要製品ボール包装プラスチックフィル

ムを見直し、プラスチック使用量を２０％削

減致しました。

■容器包装の削減・減量化
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